
岳風 学校教育目標

・生活の向上に役立つ学力を身につけよう

・人と自然を思いやる心を持とう

・強い身体と正しい心で結び合おう

『 凡事徹底 Be positive！ Be smile！ 』

生徒１人１台端末の時代が弟中にも！

校長 木 村 郁 夫

弟子屈町立弟子屈中学校 学校便り
発行責任者 校長 木 村 郁 夫
令和３年２月２６日発行 No.12

皆さん、ＧＩＧＡ（ギガ）スクール構想という言葉をご存知でしょうか。よりよい社会

と、幸福な人生の創り手となるための力を育む学校教育の実現を目指す文部科学省の構想

のことです。「１人１台端末と、高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備すること

で、特別な支援を必要とする子供を含め、多様な子供たちを誰一人取り残すことなく、公

正に個別最適化され、資質・能力が一層確実に育成できる教育ＩＣＴ環境を実現する」「こ

れまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴのベストミックスを図ることにより、教師・

児童生徒の力を最大限に引き出す」とされています。

ＧＩＧＡスクール構想 ※ ＩＣＴ とは？ 「情報通信技術」のこと

これまでの
学習活動の一層の充実

× ＩＣＴ ＝ 主体的・対話的で深い学びの視点からの
教育実践の蓄積

授業改善

何だか冒頭から難しい話になってしまいました。要するに、ＧＩＧＡスクール構想は、

５年間かけて推進する予定だったものが、新型コロナウイルス感染症の拡大によってわず

か１年間で全国の児童生徒に１人１台の端末（タブレットやノートパソコン等）を整備す

ることになりました。本校においても、３月末までにはｉＰａｄ（アイパッド）が合計で

１５１台（生徒用１３５台・教師用１６台）納入されます。また、校内でＷｉ－Ｆｉ（ワ

イファイ）からインターネットに接続するための工事も、行われているところです。

このように、機器や設備の導入など、ハード面の準備は急ピッチで進められております。

しかし、それを扱う先生方の研修や実際に授業でどう活用していくか、また、生徒個々に

貸し出すための「きまり」づくりなど、ソフト面での準備は、正直申しまして今後早急に

といったところです。

いずれにしましても、令和３年度が始まってから出来るだけ早い時期に、生徒１人１台

端末の時代が弟子屈中学校にもやって来ます。

最後になりますが、令和２年度も残すところあと１ヶ月。生徒たちは１年間の学習や生

活を総仕上げする時期になりました。特に、通い慣れた学び舎を巣立っていく３年生１人

１人が自分の成長をしっかりと確認し、感謝の心を持ち、自信と希望を胸に堂々と中学校

を卒業していくことができるよう、全教職員・全校生徒で取り組んでいきたいと思います。

新型コロナウイルスの感染拡大が引き続き危惧される状態となっておりますが、保護者・

地域の皆様には、引き続き一層のご支援・ご協力をお願い申し上げます。



※2月26日現在のものです。変更があれば随時お知らせします。

１２月に行っていただいた学校評価アンケートの結果です。生徒より保護者、保護者より教職員の方が
評価が低くなっています。生徒への期待が大きい分、保護者・教職員は評価が低くなっていると思われま
す。また、教職員はコロナ禍での学校での教育活動が制限されたことで、例年通りに行かず、評価が下が
ってしまったとも考えられます。
今年度から発足した学校運営協議会では、弟子屈小学校と共通する部分の評価項目を比較し弟小中の課

題を検討しました。その結果、この地区特有の課題は見つからなかったものの、発達段階に応じた目標を
はっきりと示していくことが必要と結論づけられました。小学校と連携を深め、小学校入学から中学校卒
業までの間にどのような力をどの段階で身につけさせていくかを模索していきたいと思います。ご理解ご
協力をよろしくお願いいたします。

奥山先生は昨年の春に道教育大学旭川校を卒業し
た理科の先生です。新採用として弟子屈中学校に赴
任してきました。

２月５日(金)から、奥山凌先生と小泉英子さんが 小泉さんはスクール・サポート・スタッフとして
新たに弟子屈中学校のスタッフとして加わりまし 廊下や階段、特別教室の掃除などをしていただいて
た。 います。


